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VLAN ドメインについて
ACIファブリックは、4K VLANのグループに分割することにより、複数のテナントで使用でき
る、ファブリック全体の大規模なレイヤ 2ドメインを利用可能にします。VLANドメインはノー
ドおよびポートのグループ上で設定できる一連のVLANを表します。VLANドメインは、複数の
テナントを共有し、ノード、ポートおよびVLANなどの共通のリソースを個別に管理できるよう
になりました。テナントは 1つ以上の VLANドメインにアクセスできます。

これらの VLANドメインは、スタティックまたはダイナミックに設定できます。スタティック
VLANドメインは、スタティックVLANプールをサポートしますが、ダイナミックVLANドメイ
ンは、スタティックとダイナミックの両方の VLANプールをサポートできます。スタティック
プールのVLANは、ユーザによって管理され、ベアメタルホストへの接続などのアプリケーショ
ンに使用されます。ダイナミックプールの VLANは、ユーザの介入なしに APICによって割り当
てかつ管理され、VMMなどのアプリケーションに使用されます。VLANドメインおよびドメイ
ン内の VLANプールのデフォルトタイプはスタティックです。

ファブリック管理者は、テナントが L2/L3設定のファブリックリソースの使用を開始する前に、
次のステップを実行します。

1 VLANドメインを作成し、各 VLANドメイン内の VLANを割り当てます。
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2 1つ以上の VLANドメインにリーフスイッチの外部向けポートを割り当てます。

3 [no] switchportコマンドを使用して、ポートを L2/L3に変換します。ポートのデフォルト状態
はトランクモードでは、L2（スイッチポート）です。

4 L2ポートの場合、グローバルまたはローカルポートになるポート上の VLANの範囲を設定し
ます。デフォルトは globalです。

ファブリック管理者は、VLANドメインがテナントに割り当てられ、テナントアプリケーション
によって使用された後でも、これらの手順の設定を更新することができます。

スパニングツリーおよび VLAN ドメインに関する注意事項

ファブリックはスパニングツリーを実行しませんが、ファブリックの背後に L2スイッチがある
場合、スパニングツリードメインを分割しません。リーフスイッチは、BPDUフレームのVLAN
に対応するスパニングツリードメイン上の BPDUフレームをパススルーします。VLANドメイ
ンサーバは、スパニングツリードメインとしても動作します。また、このドメインの一部であ

る別のリーフノードのポートから BPDUフレームをフラッディングし、同じ VLANを許可しま
す。

スパニングツリープロトコルを実行しているときは、別の外部ドメイン全体で同じ VLANドメ
インを使用する必要があります。同じ VLAN IDの割り当てても、単一 EPG内で異なる VLANド
メインを使用すると、エンドポイントが別のドメインに割り当てられた場合、BPDUがエンドポ
イント全体でフラッディングすることは許可されません。

基本的な VLAN ドメイン設定

手順の概要

1. configure
2. [no]vlan-domaindomain-name[dynamic]
3. [no]vlanrange[dynamic]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：
apic1# configure

ステップ 1   

VLANドメインを作成するか、既存のドメインを編集します。
VLANプールを作成するための dynamicのキーワードを含みま
す。デフォルトは staticです。

[no]vlan-domaindomain-name[dynamic]

例：

apic1(config)# vlan-domain dom2
dynamic

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

VLANドメインにVLANの範囲またはカンマ区切りのリストを割
り当てます。

[no]vlanrange[dynamic]

例：
apic1(config-vlan)# vlan
1000-1999,4001

ステップ 3   

VLANは、スタティックまたはダイナミックのいずれかになりま
す。スタティックVLANは、たとえば、ホストから外部のスイッ
チドネットワークへの接続を提供するなど、ユーザによって設定

されますが、ダイナミックレンジの VLANは、VMMまたは L4
～ L7サービスなどのAPICアプリケーションによって内部的に設
定されます。デフォルトタイプはスタティックです。

スタティックドメインは、ダイナミック VLANを含め
ることはできません。

特定のポートの VLANは、1つの VLANドメインのみ
にマッピングできます。これは、設定時に適用されま

す。

（注）

例

この例では、基本的な VLANドメインを設定する方法を示します。

apic1# configure
apic1(config)# vlan-domain dom1
apic1(config-vlan)# vlan 1000-1999,4001
apic1(config-vlan)# exit
apic1(config)# vlan-domain dom2 dynamic
apic1(config-vlan)# vlan 101-200
apic1(config-vlan)# vlan 301-400 dynamic

高度な VLAN ドメイン設定

手順の概要

1. configure
2. [no]vlan-domaindomain-name[dynamic] [type {phys | l2ext | l3ext}]
3. [no]vlan-poolvlan-pool-name
4. [no]vlanrange[dynamic]
5. showvlan-domain [namedomain-name] [vlanvlan-id] [leafleaf-id]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：
apic1# configure

ステップ 1   

VLANドメインを作成するか、既存のドメインを編集します。
VLANプールを作成するためのdynamicのキーワードを含みます。
デフォルトは staticです。

[no]vlan-domaindomain-name[dynamic]
[type {phys | l2ext | l3ext}]

例：

apic1(config)# vlan-domain dom1 type
phys

ステップ 2   

typeオプションは、次の条件が 1つ以上あれば、表示され必須で
す。

• 3つのすべての VLANドメインのタイプが、このドメイン名
に存在しない場合

• 3つのVLANドメインのタイプが、異なるVLANプールを持
つ場合

• 3つのVLANドメインのタイプが、同じVLANプールを共有
するが、プール名は VLANドメインの名前と異なる場合

VLANプールを作成します。このコマンドは、typeオプションが、
vlan-domainコマンドにある場合だけ、使用可能です。vlanコマン

[no]vlan-poolvlan-pool-name

例：
apic1(config-leaf)# vlan-pool
myVlanPool3

ステップ 3   

ドでVLANを追加する前にVLANプールを宣言する必要がありま
す。

VLANドメインに VLANの範囲またはカンマ区切りのリストを割
り当てます。

[no]vlanrange[dynamic]

例：
apic1(config-vlan-domain)# vlan
1000-1999,4001

ステップ 4   

VLANは、スタティックまたはダイナミックのいずれかになりま
す。スタティック VLANは、たとえば、ホストから外部のスイッ
チドネットワークへの接続を提供するなど、ユーザによって設定

されますが、ダイナミックレンジの VLANは、VMMまたは L4
～ L7サービスなどの APICアプリケーションによって内部的に設
定されます。デフォルトタイプはスタティックです。

スタティックドメインは、ダイナミック VLANを含め
ることはできません。

特定のポートのVLANは、1つのVLANドメインのみに
マッピングできます。これは、設定時に適用されます。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

アプリケーション EPG、サブインターフェイス、外部 SVIおよび
外部 L2などのアプリケーションの VLANドメインの使用状況を
表示します。

showvlan-domain [namedomain-name]
[vlanvlan-id] [leafleaf-id]

例：
apic1(config-vlan-domain)# show
vlan-domain name dom1 vlan 1002 leaf
102

ステップ 5   

例

次の例では、VLANプールを使用する VLANドメインを設定する方法を示します。

apic1# configure
(config)# vlan-domain dom1 type phys
(config-vlan-domain)# vlan-pool myVlanPool3
(config-vlan-domain)# vlan 1000-1999, 4001

ポートへの VLAN ドメインの関連付け

手順の概要

1. configure
2. leafnode-id1-node-id2
3. interfacetype
4. [no]vlan-domainmemberdomain-name
5. [no]switchport
6. （任意） [no]switchportvlanscopelocal
7. showvlan-domain [namedomain-name] [vlanvlan-id] [leafleaf-id]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：
apic1# configure

ステップ 1   

設定するリーフのペアを指定します。leafnode-id1-node-id2

例：
apic1(config)# leaf 101-102

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

VLANドメインに関連付けられたポートまたはポートの範
囲を指定します。

interfacetype

例：
apic1(config-leaf)# int eth 1/1-24

ステップ 3   

VLANドメインに指定したポートを割り当てます。[no]vlan-domainmemberdomain-name

例：
apic1(config-leaf-if)# vlan-domain
member dom1

ステップ 4   

デフォルトでは、ポートはレイヤ2トランクモードです。
ポートがレイヤ 3モードである場合、このコマンドを使用

[no]switchport

例：
apic1(config-leaf-if)# switchport

ステップ 5   

して、レイヤ 2トランクモードに変換する必要がありま
す。

（任意）

デフォルトでは、VLANの範囲はノードに対してグローバ
ルです。1つのVLANは、ノードの 1つだけのEPGにマッ

[no]switchportvlanscopelocal

例：
apic1(config-leaf-if)# switchport vlan
scope local

ステップ 6   

ピングできます。VLANの範囲がポートに対してローカル
の場合、VLANからの EPGへのマッピングは、同じノー
ド上の別のポートでは異なります。

グローバルに範囲を元に戻すには、noコマンドプレフィッ
クスを使用します。

アプリケーション EPG、外部 SVIおよび外部 L2などのア
プリケーションの VLANドメインの使用状況を表示しま
す。

showvlan-domain [namedomain-name]
[vlanvlan-id] [leafleaf-id]

例：
apic1(config-leaf-if)# show
vlan-domain name dom1 vlan 1002 leaf
102

ステップ 7   

例

この例では、ポートに VLANドメインを関連付ける方法を示します。

apic1# configure
(config) # leaf 101-102
(config-leaf) # int eth 1/1-24
(config-leaf-if) # vlan-domain member dom1

(config-leaf) # int eth 1/1-12
(config-leaf-if) # no switchport
(config-leaf) # int eth 1/13-24
(config-leaf-if) # switchport

(config) # leaf 101-102
(config-leaf) # int eth 1/1-12
(config-leaf-if) # switchport vlan scope local
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(config-leaf) # int eth 1/13
(config-leaf-if) # no switchport vlan scope local

ポートチャネルへの VLAN ドメインの関連付け

手順の概要

1. configure
2. leafnode-id1-node-id2
3. interfaceport-channelport-channel-name
4. [no]vlan-domainmemberdomain-name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configure

例：
apic1# configure

ステップ 1   

設定するリーフのペアを指定します。leafnode-id1-node-id2

例：
apic1(config)# leaf 101-102

ステップ 2   

VLANドメインに関連付けられるポートチャネ
ルを指定します。

interfaceport-channelport-channel-name

例：
apic1(config-leaf)# int port-channel pc1

ステップ 3   

VLANドメインに指定したポートチャネルを割
り当てます。

[no]vlan-domainmemberdomain-name

例：
apic1(config-leaf-if)# vlan-domain member
dom1

ステップ 4   

例

apic1# configure
apic1(config)# leaf 101-102
apic1(config-leaf)# int port-channel pc1
apic1(config-leaf-if)# vlan-domain member dom1
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テンプレートポリシーグループへの VLAN ドメインの関
連付け

手順の概要

1. configure
2. templatepolicy-grouppolicy-group-name
3. [no]vlan-domainmemberdomain-name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configure

例：
apic1# configure

ステップ 1   

設定するテンプレートポリシーグループを指定

します。

templatepolicy-grouppolicy-group-name

例：
apic1(config)# template policy-group myPolGp5

ステップ 2   

VLANドメインに指定したテンプレートポリシー
グループを割り当てます。

[no]vlan-domainmemberdomain-name

例：
apic1(config-pol-grp-if)# vlan-domain member
dom1

ステップ 3   

例

apic1# configure
apic1(config)# template policy-group myPolGp5
apic1(config-pol-grp-if)# vlan-domain member dom1
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テンプレートポートチャネルへの VLAN ドメインの関連
付け

手順の概要

1. configure
2. templateport-channelpolicy-group-name
3. [no]vlan-domainmemberdomain-name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configure

例：
apic1# configure

ステップ 1   

設定するテンプレートポートチャネルを指定し

ます。

templateport-channelpolicy-group-name

例：
apic1(config)# template port-channel myPC7

ステップ 2   

VLANドメインに指定したテンプレートポート
チャネルを割り当てます。

[no]vlan-domainmemberdomain-name

例：
apic1(config-if)# vlan-domain member dom1

ステップ 3   

例

apic1# configure
apic1(config)# template port-channel myPC7
apic1(config-if)# vlan-domain member dom1
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バーチャルポートチャネルへの VLAN ドメインの関連付
け

手順の概要

1. configure
2. vpccontextleafnode-id1node-id2 [fexfex-id1fex-id2]
3. interfacevpcvpc-name [fexfex-id1fex-id2]
4. [no]vlan-domainmemberdomain-name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configure

例：
apic1# configure

ステップ 1   

設定する VPCおよびリーフを指定します。vpccontextleafnode-id1node-id2 [fexfex-id1fex-id2]

例：
apic1(config)# vpc context leaf 101 102

ステップ 2   

VLANドメインに関連付けられるポートチャ
ネルを指定します。

interfacevpcvpc-name [fexfex-id1fex-id2]

例：
apic1(config-vpc)# int vpc vpc1

ステップ 3   

VLANドメインに指定したVPCを割り当てま
す。

[no]vlan-domainmemberdomain-name

例：
apic1(config-vpc-if)# vlan-domain member dom1

ステップ 4   

例

apic1# configure
apic1(config)# vpc context leaf 101 102
apic1(config-vpc)# int vpc vpc1
apic1(config-vpc-if)# vlan-domain member dom1
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